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２０２０の問題・ねん土と竹ひご・２ 

 

図１のように１辺の長さが１㎝のマス目が並
なら

んだ大きい方眼紙
ほ う が ん し

の上に，マス目

にぴったり重なるように，長さ１㎝の竹ひご５本とねん土４個を使って数字の‘２’

を何個もつくります。また，長さ１㎝の竹ひご２本と長さ２㎝の竹ひご２本とね

ん土４個を使って数字の‘０’を何個もつくります。 

 次
つぎ

に，こうしてできた２と０を，マス目にぴったり重なるようにくっつけます。

くっつけるときには，数字の向きを回転させてもかまいません。また，ねん土を取
と

り外
はず

したり加
くわ

えたりして，

竹ひごと竹ひごがしっかりくっつくようにします。例
たと

えば，図２のようにくっつけるとねん土は１３個使い

ます。また，図３のようにくっつけても，ねん土は１３個使います。 

 

図２                図３ 

 

 

 

 

なお，図４，図５のように数字と数字が重なるようにくっつけることはできません。 

 

図４        図５ 

 

 

 

 ‘２’を４個，‘０’を４個くっつけるとき，ねん土は最大で何個使いますか。また，最小で何個使いま

すか。必要であれば，２枚目の紙を使いなさい。 
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図１ 
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２０２０の問題・ねん土と竹ひご・２ 最大…３３個，最小…１７個 

 

‘２’にも‘０’にもねん土は４個使われるので，数字と数字をくっつける前のねん土は， 

４×８＝３２（個）あります。数字と数字をくっつけるときに，ねん土の個数が増えたり減ったりする点に

注目をします。 

図６のように‘２’と‘２’をくっつけると，ねん土は１個増えます。図７のように‘２’と‘０’をく

っつけると，ねん土の個数は変わりません。図８のように‘０’と‘０’をくっつけると，ねん土は１個減

ります。よって，例えば図９のようにくっつけると，ねん土は２個増えて１個減るので，３２＋１＝３３（個）

になります。また，図１０のようにくっつけると，ねん土は３個増えて２個減るので，やはり 

３２＋１＝３３（個）になります。 

 

図６   図７   図８    図９      図１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では，３３が最大の個数と言えるのでしょうか。図９，１０では，竹ひごの重なりが

なく，全ての竹ひごの両はしにねん土がついています。図１１のように，ねんどをつけ

ることができる場所である竹ひごの両はしを△で示すと，‘２’には６か所，‘０’には

４か所あるので，△は全部で（６＋４）×４＝４０（個）です。８個の文字をつなげる

場合，少なくとも７か所で△は重なるので，４０－７＝３３より，ねん土の個数は最大

で３３個です。 
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 次に，図１２～１４のようにくっつけると，いずれもねん土の個数は２個減ります。よって，例えば 

図１５のようにくっつけると，ねん土は２×７＝１４（個）減って，３２－１４＝１８（個）になります。 

 

図１２  図１３   図１４   図１５ 

 

 

 

 

 

 

 しかし，図１６のようにくっつけていくと，３個減らすこともできます。 

 

図１６ 

 

 

 

 

 

 よって，図１７のようにくっつけると，２×６＋３＝１５（個）減って，３２－１５＝１７（個）です。 

 

図１７ 
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